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◆放送日時：令和５年１０月２７日（金）午後２時１９分頃～

１１月１日からの町営バス時刻表の一部改正について

令和６年沼田町「２０歳を祝う会」のお知らせ

　令和５年１１月１日（水）からの町営バス（幌新線）の時刻表を一部改正いたします。新しい時
刻表は今回のお知らせ版とあわせて各戸配布しておりますのでご覧ください。
　改正内容は以下のとおりですが、ご不明な点がありましたら、建設課管理グループまでお問い合
わせください。
■幌新線　幌新線　第３便（上り）の終点が「厚生クリニック」になります。
　　　　　改正前の終点→ 8：00「旧厚生クリニック」
　　　　　改正後の終点→ 8：01「厚生クリニック」
■お問合せ　建設課管理グループ　☎３５－２１１６

　来年１月７日（日）の「２０歳を祝う会」の開催時間をお知らせします。
　輝かしい門出を祝う「２０歳を祝う会」に是非ご出席ください。
■期　日　令和６年１月７日（日） 　　
　　　　　１５時００分（受付開始）
　　　　　１５時３０分（リハーサル）
　　　　　１６時００分（記念写真撮影）
　　　　　１６時２５分（式典開始）
　　　　　１７時１５分（交流会開始）　 ※１８時終了予定
■会　場　沼田町生涯学習総合センター「ゆめっくる」
■申込み　次のいずれかでお申し込みください。
　①沼田町に住民登録がある方には、後日、往復ハガキで出欠の確認をいたします。
　②①以外で出席を希望される方（進学や就職のため、町外に転出された方など）は、１１月２４
　　日（金）までに教育委員会へ電話等でお申し込みください。
　　※準備の都合上、期日厳守でお願いします。
■お申し込み・お問い合わせ　教育委員会教育課社会教育グループ　☎３５－２１３２

※Ｊ - アラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急時に国から送られてくる緊急情報を人
　工衛星などを活用して瞬時に情報伝達するシステムです。

■お問合せ　総務財政課総務グループ　☎３５－２１１１

沼田町国民保護共同訓練に伴う警報の訓練放送について

　１０月２７日（金）午後２時１９分頃と午後２時２５分頃までの２回にわたり、沼田町
国民保護共同訓練に伴い防災無線を通じて情報伝達の訓練放送を行います。ご家庭の戸別
受信機から放送が流れますので、町民皆様も支障のない限りご自宅や勤務先、学校等で屋
内への避難訓練を行い、窓から離れ、頭を守るなどの避難行動をお願いします。
　また、当日はふれあい前駐車場は使用禁止となります。町民皆様のご理解とご協力をお
願いいたします。

放送内容等
　町内６か所に設置してある屋外スピーカー及び戸別受信機から、訓練放送が一斉に放送
されます。町民皆様も支障のない限り、ご自宅や勤務先、学校等で屋内への避難訓練を行い、
窓から離れ、頭を守るなどの避難行動をお願いします。

【放送内容】
第１回　１０月２７日　午後２時１９分頃

【上り４音チャイム】
「只今から、訓練放送を行います。」
「訓練。訓練。ミサイル発射。ミサイル発射。ミサイルが発射されたものとみられます。
建物の中、又は地下に避難してください。」「これは訓練放送です。」

【下り４音チャイム】

第２回　１０月２７日　午後２時２５分頃
【上り４音チャイム】
「これは訓練放送です。」
「訓練。訓練。ミサイル通過。ミサイル通過。先程のミサイルは 14 時 27 分頃、太平洋へ
通過したものとみられます。避難の呼びかけを解除します。不審な物には決して近寄らず
直ちに警察や消防などに連絡してください。」「これは訓練放送です。」

【下り４音チャイム】



　「沼田町子育て世帯応援通勤支援事業」の前期分の申請を１０月２０日（金）まで受付しており
ますので、まだ申請がお済みでない方は、期間内に住民生活課窓口までお越しください。
■対象者　※以下の５項目をすべて満たしていることが必要です

（１）沼田町内に居住し、中学生までの子どもを監護している世帯主等の保護者のうち、生計を主
　　 に担っている方で町外の職場に勤務する方

（２）町税等公共料金を滞納していない方
（３）毎月１０日以上の町外通勤日数を有している方
（４）町外の職場に勤務し、本町から実際に通勤している方
（５）町外に住居等を賃借していない方
　　 ※（１）の「生計を主に担っている方」の判断については、所得の状況や扶養申告、住民票
　　　 等の取扱いなどを総合的に考慮して判断致します
■対象地域及び助成額

■申請方法
　○年２回申請
　　様式を町のホームページからダウンロードしていただくか、住民生活課で受け取っていただき、  
　　１０月２０日（金）までに申請してください。
　○申請に必要な書類
　　・在職証明書（様式は町ＨＰまたは住民生活課でお受け取りください）
　　・印鑑
　　・沼田町ポイントカード（Numaca）
　　　※ポイントカードをお持ちでない方は、申請の際にお申し出ください。
■お問合せ　住民生活課移住定住応援室　☎３５－２１１５

対象地域（通勤地） 助成額
１）本町より往復１９㎞以下の地域（秩父別町） 月額１，５００円

（年額１８，０００円相当）
２）本町より往復２０㎞以上４９㎞以下の地域

（深川市・北竜町・妹背牛町・雨竜町）
月額３，０００円

（年額３６，０００円相当）
３）本町より往復５０㎞以上９９㎞以下の地域

（旭川市・留萌市・滝川市・小平町・幌加内町・新十津川町）
月額５，０００円

（年額６０，０００円相当）

４）本町より往復１００㎞以上の地域
月額６，０００円

（年額７２，０００円相当）

お忘れではありませんか・・・？
「子育て世帯応援通勤支援事業」の申請を受付しています

　現在「沼田町がんばる高校生応援手当」の申請を受け付けておりますので、該当となる方で、ま
だ申請手続きをされていない方がおられましたら、お早めに手続きをお願いいたします。
■対 象 者　高校１～３年生（高等専門学校等も含む）の保護者（沼田町に住所を有する方）
　　　　　  ※昨年申請された方も、高校等在学中３年間は毎年申請が必要になります。
　　　　　  ※４年以上在学されても３年間が限度です。
　　　　  　※同一世帯の方、全員に町税等の滞納がないことが条件です。
■交 付 額　高校生等一人あたり月額１０，０００円
■交付方法　年 2 回交付（口座振込）
　　　　　　※４月～９月分（６０，０００円／人）を１０月末日まで、１０月～３月分（６０，０００
　　　　　　　円／人）を３月末日までにそれぞれ交付します。
■申請場所　住民生活課移住定住応援室（役場１階）までお越しください。
■申請に必要なもの　
　・印鑑
　・在学証明書（在学する高等学校等から証明書の交付を受けてください）
　・通帳（名義人のフリガナ、金融機関・支店名、口座番号が記載されている面のコピー可）
　　※口座は保護者（申請者）名義のものに限ります。
■申請期日　令和５年１０月２０日（金）まで
■お問合せ　住民生活課移住定住応援室　☎３５－２１１５

お忘れではありませんか・・・？
「沼田町がんばる高校生応援手当」の申請を受付しています

難病患者の皆様の通院費を助成します
　町では特定医療費（指定難病）受給者証、又は小児慢性特定疾患医療受給者証をお持ちの方を対
象に通院費の助成事業を行っており、上期・下期の年２回に分けて申請を受付けています。
　上記受給者証をお持ちで指定難病の治療のため通院し、受給資格登録をされている方は、上期分

（４～９月診療分）の申請を受け付けておりますので、下記のとおり申請いただきますようご案内
いたします。
　なお、助成額は、通院する医療機関所在地の主要駅までのＪＲ運賃実費相当額（年２４回を限度）
となります。
■申請方法等　　
　保健福祉課窓口に申請書類などがございますので、印鑑・難病患者通院証明書（町様式）もしく
は医療機関の領収書・通帳（振込先）・特定医療費（指定難病）受給者証、又は小児慢性特定疾患
医療受給者証をご持参の上お越しください。
■申 請 期 限　上期分（４～９月診療分）を１０月下旬までに申請願います。
　　　　　　　※過去２年分まで申請できます。（２年を超えた分は申請できませんので申請漏れ
　　　　　　　　にご注意ください。）
■そ　の　他　
・経済的な事情などによっては、毎月申請することもできます。
・通院費助成を受けるためには、受給資格登録が必要となるため、現在、指定難病又は小児慢性特
定疾患の受給証をお持ちになり、受給資格登録がお済でない方は、保健福祉課窓口にて受給資格登
録申請を行うことができますのでご相談ください。
・ご不明な点がございましたら、ご遠慮なくお問合せください。
■お問合せ　保健福祉課福祉グループ　☎３５－２１２０

キップ ・定期券は、

　　　　　　　ＪＲ石狩沼田駅でお買い求めください。
祝祭日を除く月～金の 7 ： 20 ～ 13 ： 40 で販売中です。

　　※不在となる時間帯もございますので、 ご確認願います。

■お問合せ　ＪＲ石狩沼田駅　☎３５－２２１０
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沼田町の定住奨励制度や暮らしの情報が満載です。
ぜひ一度移住定住情報公式サイトを訪問してみて下さい。
　　
移住定住情報公式サイト　　https://teiju.com/

　沼田町では、冬期間の除雪などの不安が少なく、高齢者の見守りの一助として、センサーによる
消費電力状況をご本人や遠方のご家族にお知らせすることができ、安心して暮らせる高齢者向け住
宅「あるくらす団地Ａ棟」の入居者を募集しております。
入居をご希望の方は役場住民生活課へお申し込みください。
■募 集 住 宅　あるくらす団地　Ａ棟
■募 集 戸 数　１戸
■入居開始日　１１月上旬
■申 込 方 法　入居申込書に、世帯全員の住民票と、世帯全員の所得を証明する書類を添え、役場
　　　　　　　住民生活課にお申し込みください。
■申込締切日　１０月２５日（水）
　　　　　　　※入居希望者多数の場合は、入居選考委員会において入居する方を決定いたします
■申 込 資 格　申込み日時点で、以下の①～④全てに該当する必要があります
　①世帯の所得が月額３８万７千円以下
　②高齢者世帯であること
　　・６０歳以上の方
　　・同居する方がいない。若しくは、同居する方が配偶者、６０歳以上の親族又は入居者が病気
　　　にかかっていることその他の事情により入居者と同居する必要があると認められる方である
　③所得基準を満たす方であって、自ら居住するため住宅を必要とする方
　④入居者及び同居者、又は同居しようとする方が暴力団員ではない方
■申込先・お問合せ　
　〒０７８－２２０２　沼田町南 1 条 3 丁目 6 番 53 号
　住民生活課移住定住応援室　☎３５ - ２１１５

あるくらす団地　A棟入居者募集について

　生活をする中で、困りごとや心配なことがあっても「どこに相談したらよいかわからない」また
は「相談とまではいかないが、少し話を聞いてほしい」という時のために、皆さんに安心して利用
できる機会として「人権心配ごと相談所」を開設いたします。秘密は厳守しますので、一人で悩ま
ずにご相談ください。
■日　　時　令和５年１０月２５日（水）　午後１時～午後３時
■場　　所　暮らしの安心センター　相談室
■相 談 員　人権擁護委員・民生委員
■そ の 他　当日は電話相談も可能です（電話３５－２０５５）。
■お問合せ　保健福祉課福祉グループ　☎３５－２１２０

令和６年度採用　沼田町職員（消防職）の募集について

「人権心配ごと相談所」を開設します

■募 集 人 員　若干名
■採用予定日　令和 6 年 4 月１日
■応 募 資 格　次のすべてに該当する方
　　　　　　　①平成 7 年（1995 年）4 月２日以降に生まれた方
　　　　　　　②救急救命士免許を有する方、若しくは資格取得見込みの方
　　　　　　　③大型自動車免許の取得者、または採用後に自費で取得可能な方
　　　　　　　④採用となった場合は、沼田町に居住できる方
　　　　　　　　※ただし、日本国籍を有しない方、地方公務員法第１６条に該当する方は受験で
　　　　　　　　　きません
■応 募 方 法　履歴書（市販の物で可・写真添付）、救急救命士免許証の写し（有資格者）又は、
　　　　　　　救急救命士養成学校等の卒業見込在学証明書（取得見込者）を郵送または持参
■募 集 期 間　令和５年１０月３１日（火）
　　　　　　　受付時間　午前８時４５分から午後５時１５分　※郵送の場合は１０月３１日必着
■試 験 日 時　一次試験　令和５年１１月１２日（日曜日）午前９時
　　　　　　　　　　　　（午前８時４５分試験会場集合、自席着）
　　　　　　　二次試験　令和５年１２月上旬　
　　　　　　　　　　　　※日時については、一次試験合格者に別途通知します。
■試 験 会 場　　沼田町南１条３丁目６番５３号
　　　　　　　　沼田町健康福祉総合センター「ふれあい」２階大会議室
■試 験 方 法　一次試験　教養試験（７５分）、作文（６０分）、適性試験（３５分）、
　　　　　　　体力測定試験
　　　　　　　二次試験　面接試験
■申込先・お問合せ
　〒０７８－２２０２　沼田町南１条３丁目６番４２号　
　深川地区消防組合沼田支署　担当：庶務係　☎３５－２０５０



１０月１２日から１０月２９日までの行事予定

　日　付　　　　　　　行事名　　　　　　　　　　　　   時　間　　　　場　所

　１０月１３日（金）　化石体験館ナイトミュージアム（～１０/ １５）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　１８：００～　化石体験館

　　　　１５日（日）　化石体験館開館 15 周年記念講演会　１３：００～　ほたる館

　　　　１７日（火）　旭町サロン　　　　　　　　　　　 １０：００～　旭町コミセン

　　　　　　　　　　 月例行政相談所　　　　　　　　　  １３：００～　町民会館

　　　　２０日（金）　高齢者体力測定会　　　　　　　　 １０：００～　ふれあい

　　　　　　　　　　  あったまーる　　　　　　　　　　 １２：００～　安心センター

　　　　　　　　　　  特設行政相談所　　　　　　　　　  １３：３０～　町民会館

　　　　　　　　　　  化石体験館ナイトミュージアム（～１０/ ２２）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　１８：００～　化石体験館

　　　　２１日（土）　在宅医療・介護を考える北空知地域住民フォーラム in 沼田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３：３０～　ふれあい

　　　　２３日（月）　脳トレ教室　　　　　　　　　　　  １０：００～　ふれあい

　　　　２４日（火）　緑町サロン　　　　　　　　　　　  １０：００～　緑町コミセン

　　　　２８日（土）　古着市　　　　　　　　　　　　　　  ９：００～　ふれあい

◆１０月１５日（日）

　　内科・外科系…深川市立病院（みきた整形外科クリニック　院長　三木田光）　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎２２－１１０１

　　歯　  科 　系…なかむらファミリー歯科（滝川市） 　　　　☎０１２５ - ２６ - ２２８２

◆１０月２２日（日）

　　内科・外科系…深川市立病院（町立沼田厚生クリニック　院長　鳥本勝司）　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　☎２２－１１０１

　　歯　  科 　系…よりもと歯科医院（芦別市） 　　　　　　　☎０１２４ - ２２ - ４６１８　

◆１０月２９日（日）

　　内科・外科系…北海道中央病院（深川市） 　　　　　　　  ☎２２－２１３５

　　歯　  科 　系…松原歯科医院（砂川市） 　　　　　　　　　☎０１２５ - ５２ - ６４８０

日曜・祝日当番医のお知らせ
　罠や網、銃を使用して鳥獣類（特定外来生物除く）を捕獲するには「狩猟免許」の取得が必要と
なります。
　農作物被害に遭われている方、被害防止に協力して頂ける方は、是非この機会に狩猟免許を取得
頂き、有害鳥獣による被害防止にご協力ください。

【狩猟免許試験予備講習】
■日　　時　令和５年１１月２６日 ( 日 )　午前９時～午後４時３０分
■会　　場　岩見沢市民会館「まなみ～る」（岩見沢市 9 条西 4 丁目１－１）
■受 講 料　・第１種銃猟、第２種銃猟　１１，０００円 ( 税込み・テキスト代込み )
   　　　　　・わな猟　８，２５０円　・網猟　８，２５０円
　　　　　　・わな猟及び網猟を同時に受講　１１，０００円
　　　　　　・第１種銃猟または第２種銃猟と同時にわな猟か網猟を受講　１３，７５０円
　　　　　　・第１種銃猟または第２種銃猟・わな・網（３種類）を受講　１６，５００円
■受付期間　令和５年１０月１２日（木）～令和５年１１月１６日（木）

【狩猟免許試験】
■日　　時　令和５年１２月３日 ( 日 )　午前９時～午後５時（午前筆記試験・午後実地試験）
■会　　場　空知総合振興局（岩見沢市８条西５丁目）
■定　　員　５０名
■受付期間　令和５年１０月１０日（火）～令和５年１０月２４日（火）
　※沼田町有害鳥獣対策委員会では、試験受験に係る経費の助成をしています。
　※狩猟免許試験を受験希望の方は、下記までお問合せください。
■お問合せ　農業推進課農業振興グループ　☎３５－２１１４

　当事者だけでなく、当事者を支えるご家族も悩む「摂食障害」。
　同じ悩みを抱える家族と一緒に摂食障害を知ることで、その対応について考えてみませんか？
■日　　時　令和５年１１月２５日（土）１４：００～１７：００　参加費無料
■会　　場　かでる２・７　５１０会議室（札幌市中央区北２条西７丁目）
■内　　容　・講義「摂食障害の疾患理解と治療について」
　　　　　　　講師　北海道大学病院精神神経科　三井　信幸　氏
　　　　　　・家族同士の交流
■対　　象　摂食障害を抱える家族　定員２５名（予約制）
■申 込 み　１１月１０日（金）までにお電話でお申し込みください。
　　　　　　北海道立精神保健福祉センター　地域支援相談課相談研究係
　　　　　　☎０１１－８６４－７０００
■そ の 他　北海道立精神保健福祉センターでは、月１回「摂食障害を考える家族の会を開催して
　　　　　　います。また、個別の相談にも随時応じています。詳しくはお問い合わせください。
■お問合せ　保健福祉課福祉グループ　☎３５－２１２０

摂食障害　家族交流会について

令和５年狩猟免許試験の実施について


